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neuroectodermal tumor : PNET）の１例 第 31 回 臨床皮膚科学会 

2015/6/20-21,網走 

41. 前川朋子,森岡友佳,前原恵里子,和田尚子,堤碧,溝手政博,辻学,高松紘子,中原剛

士,内博史,古江増隆． 増殖性天疱瘡の１例． 第 66 回日本皮膚科学会中部支

部学術大会 2015/10/31-11/1， 神戸市 

42. 前川朋子,伊藤絵里子,森岡友佳,前原恵里子,和田尚子,溝手正博,辻学,内博史,増

田亜希子,古江増隆.S-カルボキシメチル-L-システイン(ムコダイン®)による多発

性固定薬疹の 1 例. 第 45 回皮膚アレルギー接触皮膚炎学会 2015/11/20-22,

島根 

43. 和田尚子,高松紘子,前原恵里子,原田佳代,占部和敬． HIV 感染者に生じた

cutaneous mucinosis の１例． 第 372 回福岡地方会 2015/3/14-15， 福岡市 



44. 和田尚子,高松紘子,前原恵里子,原田佳代,内博史,占部和敬,古江増隆． HIV 感

染者に生じた cutanous mucinosis の１例． 第 66 回日本皮膚科学会中部支部学

術大会 2015/10/31-11/1, 神戸市 

45. 村田真帆 ,安川晋輔.  Psedoxanthoma elasticum-like papillary dermal elastolysis

の 1 例．第 374 回福岡地方会  2015/09/27, 北九州市 

46. 村田真帆,安川晋輔.  皺襞向性増殖を呈した顔面の Eccrine poroma の一例． 

第 114 回日本皮膚科学会総会  2015/05/30, 横浜市 

47. 宮崎玲子,内博史,古江増隆. 当初脱分化型脂肪肉腫と診断した未分化多形肉腫

の一例. 第 374 回日本皮膚科学会 福岡地方会 2015/9/27, 北九州 

48. 岡部倫子,松田知与,原田佳代,高松紘子,占部和敬．腰背部に生じた epithelioid 

angiosarcoma の １ 例 ． 第 67 回 日 本 皮 膚 科 学 会 西 部 支 部 学 術 大 会 

2015/10/17-18, 長崎市 

49. 増田亜希子,安河内由美,古賀哲也,中家一寿,石川崇彦.アトピー性皮膚炎患者に

みられた敗血症を合併した上腕蜂窩織炎の 1 例. 第 375 回福岡地方会 

2015/11/23, 福岡 

50. 増田亜希子,和田麻衣子,溝手政博,伊東孝通,中原真希子,菊池智子,古江増隆. 

顔面に難治性の皮膚潰瘍を生じた円板状エリテマトーデスの 1 例. 第 374 回福

岡地方会 2015/9/27, 福岡 

51. 前原恵里子,和田尚子,高松紘子,原田佳代,占部和敬,桐生美麿． Thiamazole に

よる薬剤誘発性ループスの１例． 第 114 回日本皮膚科学会総会 2015/5/29-31, 

横浜市 

52. 前原恵里子,和田尚子,松田知与,岡部倫子,高松紘子,原田佳代,占部和敬,今山修

平． MDS に随伴発症し CRP 値が病勢を反映した汎発性環状肉芽腫． 第 373

回福岡地方会 2015/7/4-5, 久留米市 

53. 前原恵里子,和田尚子,松田知与,岡部倫子,高松紘子,原田佳代,占部和敬．難治

性慢性蕁麻疹に対するワーファリンとレセルピンの治療効果について．第 45 回

日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会 2015/11/20-22，松江市 

54. 前田彩未,伊藤宏太郎,今福伸一．急速に壊疽が進行し左足趾切断に至った皮膚

型結節性多発動脈炎の一例．第 38 回皮膚脈管・膠原病研究会 2015/1/23, 東

京 

55. 前田彩未,見明彰,菊池智子.化学療法後に発症し HHV-6 陽性であった

Stevens-Johnson 症候群の 1 例  2015/10/31,神戸 

56. 坂本佳子,河野美己,執行あかり．低亜鉛母乳による後天性亜鉛欠乏症の 1 例 

日本皮膚科学会第 215 回熊本地方会 2015/02/15, 熊本 



57. 坂本佳子,工藤恭子,大久保一宏,都研一,古江増隆．線状黄色腫を契機に診断し

た原発性高コレステロール血症の小児例 第 67 回日本皮膚科学会西部支部学

術大会 2015/10/17, 長崎市 

58. 坂本佳子,工藤恭子,桐生美麿,古江増隆．大腿に生じた tufted angioma の 1 例 

日本皮膚科学会第 375 回福岡地方会 2015/11/23, 福岡 
59. 森岡友佳,辻学,河原沙穂,溝手政博,中原剛士,内博史,石井文人,古江増隆. 紅皮

症を呈した水疱性類天疱瘡の 1 例.第 373 回福岡地方会 2015/7/5, 久留米 

60. 森岡友佳,辻学,河原紗穂,溝手政博,中原剛士,内博史,古江増隆. 持続陰圧閉鎖

療法が有効であった Unilateral Pustular pyoderma gangrenosum の 1 例.第 67 回

日本皮膚科学会西部支部学術大会 2015/10/18,長崎市 

61. 陣内駿一,一木稔生,中川理恵子,幸田太,古江増隆. 当院で広範囲熱傷に対し自

家培養表皮(ジェイス)を用いた 5 例. 日本皮膚科学会第 375 回福岡地方会 

2015/11/23, 福岡市 

62. 陣内駿一,一木稔生,中川理恵子,幸田太,古江増隆. 四肢に潰瘍が多発したリポ

イド類壊死症の一例. 日本皮膚科学会第 374 回福岡地方会 2015/9/27，北九

州市 

63. 稲富裕佑,上薗健一,花田麻須大,吉田聖,門田英輝. 縫合固定を全く行わない分

層植皮固定. 第 97 回九州・沖縄形成外科学会 2015/2/28, 長崎市 

64. 稲富裕佑,上薗健一,花田麻須大,吉田聖,門田英輝. 頭頸部領域における陰圧閉

鎖療法のコツと工夫. 第 58 回形成外科学会総会 2015/4/8, 京都市 

65. Inatomi Y, Kamizono K, Hanada M, Yoshida S, Kadota H, Yasumatsu R, Nakashima 

T, Miyazaki R, Matsuo M, Koike K. Vascular augmentation in free jejunal transfer. 

第 39 回日本頭頸部癌学会 2015/6/5, 神戸市 

66. 堤碧,三苫千景,宇佐川祐子,伊藤さおり,中島健太郎,古賀友紀,内博史,古江増隆．

Blastic plasmacytoid dendritic cell neoplasm の 1 例．第 39 回第 39 回小児皮膚

科学会学術大会 2015/7/18-19，鹿児島 

67. 隈有希,伊東孝通,大塚晶子,永江航之介,内博史,黄倉真恵,山下利春,古江増隆.免

疫不全による HPV の慢性感染が発症に関与したと考えた有棘細胞癌の 2 症

例.  第 114 回日本皮膚科学会総会 2014/5/30, 横浜市 

68. 岩崎菜保子,中尾匡孝,竹内聡. アルファカルシドールによる乾癬型薬疹の一例. 

第 64 回 日本アレルギー学会学術大会 2015/5-26-28, 東京. 

69. 岩崎菜保子,中尾匡孝,松山友美,本下潤一,竹内聡. IVIG 療法後に汗疱、他剤薬

疹を生じた一例. 第 45 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会 

2015/11/20-22, 松江市 

70. 岩崎菜保子,中尾匡孝,本下潤一,竹内聡. 落葉状天疱瘡の一例.第 375 回日本皮

膚科学会福岡地方会 2015/11/23,福岡市 



71. 松田知与,岡部倫子,高松紘子,原田佳代,占部和敬．皮膚科におけるプロカルシト

ニンの有用性．第 374 回福岡地方会  2015/9/27,北九州市 

72. 松田知与,竹井賢二郎,辻学,高原正和,松田哲男,古江増隆．黒色分芽菌症の１例． 

第 59 回日本医真菌学会総会・学術集会 2015/10/9-10, 札幌市 

73. 松田知与,辻学,森岡由佳,溝手美華,竹井賢二郎,高原正和,松田哲男,古江増隆． 

原発性皮膚クリプトコックス症の１例．第 79 回九州真菌懇話会 2015/12/6，鹿

児島市 

74. 北川徳子,三苫千景,小西さわ子,安河内由美,内博史,古江増隆. 好酸球性筋膜炎

の一例. 第 374 回福岡地方会 2015/9/27, 北九州 

75. 二村昌樹,齊藤麻耶子,山元貴和子,中原真希子,中原剛士,Jonathan Batchelor,古

江増隆,大矢幸弘. ステロイド外用薬への不安評価尺度 TOPICOP 日本語版の開

発. 第６４回日本アレルギー学会学術大会 2015/5/26, 東京 

 

その他（講演会、ラジオ、テレビ出演など） 

1. 古江増隆. 皮膚科のアレルギー疾患における最近の話題.第 23 回九州アレルギ

ー講習会 2015/2/2,福岡市 

2. 占部和敬．アレックスレーザーを用いた色素病変に対するレーザー治療．第 33

回日本美容皮膚科学会総会・学術大会ポストコングレスミーティング．平成 27 年

度日本皮膚科学会美容皮膚科・レーザー指導専門医研修会 2015/7/25-26, 大

阪市 

3. 占部和敬. 疥癬の感染対策について. 福岡西部地区感染対策ネットワーク合同

カンファレンス. 2015/12/1,福岡市 

4. 幸田太．飯塚病院における生物学的製剤による乾癬治療方針．北九州市皮膚

科医会学術講演会 2015/6/18，北九州市 

5. 幸田太．あなたのカルテ「乾癬の生物学的治療」 2015/7/15,西日本新聞筑豊版 

6. 幸田太．乾癬の病態と治療．ヤンセン・ファーマ株式会社社内研修会 2015/8/4，

福岡市 

7. 幸田太．離島におけるプライマリケア～皮膚疾患に伴うそう痒治療のコツ～．沖

永良部地区医師会学術講演会 2015/10/10，沖永良部島 

8. 幸田太．生物学的製剤導入の試み．Psoriasis Interactive Meeting 2015/11/7，

北九州市 

9. 幸田太．かゆみの話．バイエル薬品株式会社社内研修会 2015/11/27，福岡市 

10. 竹内聡. 第 1 部「褥瘡治療」について. 第 1 回および第 2 回 褥瘡対策研修会 

2015/10/13 および 10/23,福岡市 

11. 竹内聡. 臨床写真の撮り方. 第 4 回 LEAD in Fukuoka. 2015/10/3,福岡市 



12. 竹内聡.高齢者に多い皮膚疾患について. 第 4 回 高齢者地域参画支援講座「舞

鶴大学」 2015/9/9,福岡市 

13. 竹内聡. EGF-R 阻害薬による皮膚障害とその対策. 第 28 回 浜の町病院院内看

護士研修会 2015/5/15,福岡市 

14. 竹内聡. 蕁麻疹の診断と治療. 第 29 回 開放型病床登録医との勉強会 

2015/5/21,福岡市 

15. 竹内聡. 蕁麻疹診療について. 第 563 回 宗像臨床アーベント学術講演会 

2015/2/20,宗像市 

16. 竹内聡、アトピー性皮膚炎治療のポイント.第 176 回鹿児島県皮膚科医部会学術

講演会 2015/1/17,鹿児島市 

17. 三苫千景. 桂皮およびその有効成分による AhR の抑制作用. 平成 27 年度全国
油症治療研究班会議 2015/6/18-19, 福岡  

18. 内博史.メラノーマの診断と治療．中外製薬社内研修会 2015/4/8，福岡 

19. 内博史.皮膚悪性リンパ腫．ミノファーゲン製薬社内研修会 2015/12/7，福岡 

20. 西江温子.創傷被覆材 ～マスク・カニューレ等による皮膚障害への応用～．第

78 回福岡南呼吸器検討会 2015/2/5，福岡市 

21. 西江温子.薬の塗り方．アレルギー・喘息教室 2015/6/2，福岡市 

22. 西江温子.福岡病院における褥瘡の評価．褥瘡予防対策集合教育 2015/7/21，

福岡市 

23. 西江温子. ～乾燥肌の痒みに困っていませんか～ 薬の塗り方、スキンケアのコ

ツ．第 12 回福岡病院市民公開講座 2015/11/7，福岡市 

24. 西江温子.皮膚科領域での花粉症．タリオン学術講演会 in 九州 2015/11/29，

福岡市 

25. 瓜生美樹.保険診療におけるVbeamの活用方法～九州大学病院での取り組み～．

第 3 回シネロンキャンデラユーザーズミーティング in 福岡 2015/8/9,福岡 

26. 中原剛士.アトピー性皮膚炎.第 20 回アレルギー週間記念講演会 2015/ 2/16,福

岡 

27. 中原剛士.乾癬の病態と治療乾癬.市民公開講座 2015 福岡 2015/4/18,福岡 

28. 中原剛士.アトピー性皮膚炎の病態・診断と治療.薬物療法専門薬剤師集中講義 

2015/6/14,福岡 

29. 中原剛士.分子標的薬による皮膚障害とその対策 ―皮膚科医の立場から― 

LENVIMA®適正使用研究会.2015/6/20,福岡 

30. 中原剛士.アトピー性皮膚炎～治療効果を上げるためのひと工夫～佐世保皮膚

科医会学術講演会 2015/9/9, 佐世保 

31. 中原剛士.アトピー性皮膚炎におけるプロアクティブ療法の実際. 第 20 回 広島皮

膚アレルギーワークショップ.2015/10/28, 広島 

32. 中原剛士.乾癬の病態の新しい知見.北九州九大皮膚科医会 2015/12/9, 小倉 



33. 中原剛士.アトピー性皮膚炎における適切な保湿と抗炎症外用療法.八幡小児科

医会 2015/12/10, 八幡 

34. 中原真希子. ～皮膚科医からみた肝疾患～慢性肝疾患のかゆみとそのメカニズ

ム レミッチ効能追加記念講演会 in 福岡 2015/11/14,福岡 

35. 工藤恭子．こどもの日焼けについて．NEWS めんたい plus．2015/6/30, FBS 福岡

放送 

36. 工藤恭子．こども(新生児・乳児期)のあざ．小児科臨床研修支援委員会 

2015/7/8, 院内 

37. 工藤恭子．こども病院皮膚科紹介．福岡市勤務医会 2015/9/1, 福岡市 

38. 工藤恭子．外用治療の実践について～アトピー性皮膚炎診療ガイドラインに沿っ

て．第 291 回 こども病院カンファレンス 2015/9/15,福岡市 

 

 

学会賞（学会賞、ポスター賞、トラベルアワードなど） 

1. Gaku Tsuji, Takeshi Nakahara, Hiroshi Uchi, Chikage Mitoma, Masutaka Furue. 
Activation of aryl hydrocarbon receptor-nuclear factor erythroid 2-related factor 2 
axis by epidermal growth factor receptor inhibitors: a possible mechanism for 
acneiform eruption.015 ESDR/JSID Young Fellow Collegiality Awards. 2015/7/22 

2. 伊東孝通,和田麻衣子,永江航之介,中村美沙,中原剛士,萩原明人,古江増隆,内博

史. 末端黒子型悪性黒色腫においてセンチネルリンパ節生検を施行すべき条件

について （アブストラクト賞） 第１１４回 日本皮膚科学会総会 2015/05/30 横

浜市  

3. Yamamura K, Kato S, Kato TA, Mizoguchi Y, Monji A, Kanba S, Furue M, 
Takeuchi S. Anti-allergic mechanisms of Japanese herbal medicine, yokukansan on 
mast cells. J Dermatol. 2014 Sep;41:808-14. 2015年度 東海皮膚科漢方研究会 
安江賞 


